
   

    

             

 
 

  

   

元
神
論 

元
神
の
表
現
形
式 

 

元
神
の
表
現
形
式
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。 

一
、
生
ま
れ
つ
き 

 
 

自
然
的
呼
吸
と
心
動 

二
、
習
慣
的
動
作  

  
 

歩
き
方 

(

右
手
と
左
足
、
左
手
と
右
足
を
動
か
す
。) 

 

掻
く
動
作(

上
か
ら
下
へ
か
く
。) 

怒
り
の
表
現
、
夢
等 

三
、
芸
術
創
造
能
力
、
科
学
創
造
能
力
、 

直
覚
活
動
、
気
功
功
法
創
作
能
力
等 

四
、
良
性
意
念   

快
楽(

楽
し
む)

、
和
諧(

気
が
合
う)

、 
温
暖(
太
陽
が
大
地
に
与
え
る
温
暖
感)

等  

五
、
元
神
の
三
段
階 

（
１
）
直
感  

天
才
能
力 

《
例
》
教
え
ら
れ
な
く
て
も
ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
。 

外
部
の
刺
激
の
極
限
を
超
越
す
る
能
力 

《
例
》
痛
み
が
限
界
を
越
え
る
と
麻
痺
に
な
る
。

元
神
は
身
の
防
衛
能
力
が
あ
り
、
限
界
を
知

っ
て
い
る
の
が
直
感
で
す
。 

気
功
の
訓
練
で
直
感
の
限
界
を
広
げ
る
。 

 
 

子
ど
も
を
毎
日
怒
る
と
マ
ヒ
し
て
し
ま
う
。 

負
け
が
必
要
。
毎
回
成
功
で
は
進
歩
が
な
い
。 

 

（
２
）
経
歴     

遺
伝
経
歴 

(

先
天
の
経
歴
で
、
自
分
の
経
歴
で
は
な
い)

。

人
に
教
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。 

も
の
に
対
し
て
の
自
然
反
応
。 

外
界
の
刺
激
で
甦
る
能
力
等 

（
３
）
直
覚      

  
 

直
感
と
経
歴
が
あ
っ
て
直
覚
が
出
て
く
る
。 

先
天
と
後
天
の
真
意
の
完
美
的
結
合
。 

芸
術
、
科
学
、
気
功
、
自
覚
形
成
、
先
天
理

性
、
合
理
、
予
知
、
成
功
能
力
等
。 

人
の
魂
と
血
脈
が
つ
な
が
り
沖
撃
力(

衝
撃

力)

を
も
つ
。 

人
の
情
感
世
界
の
中
で
自
然
と
気
を
結
び

大
人
気
の
パ
ワ
ー
を
形
成
す
る
。 

そ
の
パ
ワ
ー
を
人
格
の
魅
力
、
自
然
本
能
と

言
う
。 

 

気
功
練
功
で
宇
宙
の
本
能
を
持
つ
。 

何
で
も
本
覚
で
き
る
人
に
な
る
。 

仏
教
の
三
境
界 

仏(

釈
迦
、
観
音)

、
法(

経
典)

、
僧(

僧
侶)

。 

信
仰
、
伝
承
、
表
現 
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元
神
の
特
性 

一
、
元
神
の
動
性(

生
命
の
具
体
的
な
動
き) 

（
１
）
徳
動  

 
 

自
動
調
節
功
能
。
無
意
識
の
動
き(

汗
が
で
る
、 

 
 

家
に
帰
れ
る
等)
で
生
活
習
慣
と
も
い
う
。 

（
２
）
識
動      

 

精
神
意
識
活
動
。
元
神
の
下
で
の
思
想
の
あ

る
動
き
。
勉
強
、
企
画
、
研
究
等
。 

（
３
）
魄
動 

知
覚
の
動
き
。
魂
魄
真
意
の
動
き
。
真
心
、

潜
在
の
動
き
等
。 

 

二
、
元
神
の
独
立
性 

（
１
）
性
格
を
決
め
る
。 

人
間
は
た
く
さ
ん
の
元
神
を
持
て
な
い
の
で
、 

明
る
い
、
暗
い
、
強
い
、
弱
い
、
隠
れ
る
、

顕
著
等
か
ら
一
つ
の
性
質
を
持
つ
。 

い
く
つ
も
の
性
格
を
持
つ
者
は
多
種
人
格
。 

（
２
）
内
臓
器
官
の
自
然
効
能
独
立
性
。 

五
臓
の
効
能(

効
能
も
元
神
が
決
め
る
。) 

《
例
》
心
の
独
立
性 

 
 

 

主
血
脈
、
主
神
志 

 
 

 

肺
の
独
立 

 
 

 

主
気
、
司
呼
吸
、
主
粛
降
通
順
水
道
、

皮
膚
呼
吸
、
宣
発 

外
界
の
因
素
、
身
体
反
応 

《
例
》
夏
、
汗
が
出
る
。 

深
層
独
立
感
覚(

醒
、
悟) 

《
例
》
食
の
好
み
。
食
べ
る
う
ち
に
好
き
な

も
の
が
甦
る 

（
３
）
気
の
自
生(

自
分
で
気
を
生
産
す
る) 

自
建(

自
分
の
体
で
気
の
シ
ス
テ
ム
を
作
れ

る) 

自
修(

経
絡
の
渋
滞
な
ど
を
自
分
で
修
正
で

き
る) 

自
調(

自
分
で
調
節
で
き
る) 

自
我
証
実(

信
仰
人
生
の
目
標
、
自
信
が
あ
る
。 

動
じ
な
い
。) 

 

こ
れ
ら
は
元
神
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
独
立
完 

成
す
る
。 

元
神
を
上
手
に
使
う
条
件 

 

一
、
元
神
の
重
要
性 

元
神
は
生
命
の
活
動
中
、
精
神
意
識
に
対
し

て
主
導
の
作
用
を
持
ち
ま
す
。
練
功
の
目
的

は
元
神
を
し
っ
か
り
発
現
す
る
こ
と
で
す
。

元
神
は
い
つ
で
も
独
立
的
な
精
神
を
も
っ
て
、

自
然
調
節
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
ま
す
。 

 

二
、
意
念
の
持
ち
方 

“
恬
淡
虚
無
、
真
気
従
之
” 

元
神
は
こ
の
状
況
の
下
に
生
ま
れ
ま
す
。 

恬
―
内
無
所
蓄
、
空(

心
の
中
に
は
何
も
な
い
。) 

淡
―
外
無
所
欲(

外
に
対
し
て
無
欲
、
欲
し
い
も 

の
が
な
い) 

虚
―
致
静(

静
か) 

無
―
致
細(

細
か
い) 

自
然
和
諧
、
心
無
雑
念
。 

空
で
欲
が
な
く
、
細
か
い
環
境
の
下
で
練
功
す

れ
ば
あ
な
た
の
元
神
の
気
が
自
然
に
流
れ
始
め

ま
す
。
気
が
流
れ
る
こ
と
は
人
の
本
能
で
す
。 

 三
、
識
神
に
つ
い
て 

  

後
天
の
識
神
は
、
外
界
の
事
物
に
対
し
て
誤
自

導
に
な
り
が
ち
で
す
。
私
た
ち
は
も
の
に
対
し

て
感
動
し
や
す
い
の
で
、
情
や
欲
が
起
こ
り
真

意
が
出
て
こ
な
い
の
で
す
。 

 



四
、
恬
淡
虚
無  

恬
淡
虚
無
は
消
極
的
な
生
活
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

恬
淡
虚
無
の
下
で
は
生
活
を
深
く
認
識
で
き
、

新
し
い
世
界
感
を
開
拓
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

独
立
自
立
、
真
正
的
な
価
値
観
を
建
立
し
ま
す
。

心
安
無
倶
、
精
神
内
守
。
新
し
い
精
神
世
界
を

持
ち
、
精
神
も
身
体
も
健
康
に
な
り
ま
す
。
見

え
な
い
世
界
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
一
般
的

な
状
況
で
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
を
感
知
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
元
神

の
気
の
発
揮
と
い
い
ま
す
。 

 

用
思
有
限
者
、
不
能
得
元
神 

私
た
ち
の
思
想
意
識
に
自
分
で
制
限
を
つ
く
ら

な
い
。
不
可
能
は
な
い
。 

 

１
、
元
神
は
ど
ん
な
時
に
現
れ
ま
す
か
？ 

真
意
の
現
れ
は
識
神
と
理
性
の
意
識
が
あ
る
時

に
現
れ
ま
せ
ん
。 

全
部
自
分
の
知
識
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
時
は

現
れ
ま
せ
ん
。 

大
事
件
が
何
故
か
自
然
に
解
決
し
た
後
、
ま
た

困
難
を
乗
り
越
え
た
後
、
と
て
も
楽
し
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
出
て
き
ま
す
。
大
師
は
た
く
さ
ん
の

真
意
を
も
っ
て
い
る
ひ
と
で
す
。 

 

２
、
元
神
が
現
れ
る
条
件 

気
場
の
作
用 

他
の
人
の
練
功
体
験
を
聞
い
て
気
の
感
覚
の
違

い
を
交
流
す
る
楽
し
み
は
精
神
的
自
由
快
楽
が

生
ま
れ
ま
す
。
道
家
気
功
で
は
“
清
浄
心
”
と

言
う
言
葉
で
美
し
い
、
素
朴
、
安
心
、
心
の
雑

念
が
無
く
単
純
の
内
容
が
生
ま
れ
ま
す
。 

３
、
社
会
に
対
し
て
正
確
な
認
識
が
必
要
で
す
。 

・
経
験
認
知
を
破
れ 

 

伝
統
観
念
は
１
０
年
に
一
度
は
更
新
す
る
。 

・
認
識
、
認
知
を
破
れ
。 

・
習
慣
認
知
を
破
れ
。 

内
心
の
自
由
と
安
全
を
獲
得
し
ま
す
。 

潜
在
能
力
が
開
発
さ
れ
ま
す
。 

新
し
い
生
命
力
を
獲
得
し
ま
す
。 

本
能
が
甦
り
ま
す
。 

そ
う
す
れ
ば
本
能
の
糸
と
繋
が
り
ま
す
。 

  

識
神
の
正
確
な
認
識 

識
神
と
は
何
で
す
か
？ 

識
神
は
知
識
で
す
。 

一
、
人
類
の
成
長
発
育
シ
ス
テ
ム
を
進
め
る
為
に 

識
神(

知
識)

が
生
存
の
手
段
に
な
り
ま
し
た
。 

 

二
、
識
神
は
人
類
進
化
の
方
向
で
い
つ
の
間
に
か

手
段
が
目
的
に
な
り
ま
し
た
。 

【
科
学
手
段
・
認
識
手
段
】 

知
識
、
信
仰
、
論
理
、
文
化
等
。 

逆
に
幻
想
、
夢
想
、
返
想
、
空
想
が
な
く
な
り

ま
す
。 

人
類
自
然
能
力
、
体
力
、
本
能
技
術
が
退
化
し

て
な
く
な
り
ま
し
た
。
五
官
、
分
別
能
力
の
低

下
に
な
り
ま
す
。 

 

三
、
智
力
は
本
能
に
勝
ち
、
生
存
の
た
め
に
人
は

自
然
状
態
に
戻
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

四
、
元
気
、
元
神
の
潜
在
作
用
を
発
揮
す
る
よ
り

人
類
は
更
に
現
代
科
学
、
文
化
、
歴
史
の
識

神
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
生
存
す
る

仙
人
は
養
生
と
道
徳
を
根
本
認
識
出
来
な
く

な
り
ま
し
た
。
自
然
界
の
本
質
が
わ
か
り
ま

せ
ん
。 

自
我
無
知
、
恬
淡
虚
無
、
天
真
素
朴
は
現
実

生
活
の
中
で
人
気
が
な
く
な
り
ま
し
た
。 

と
て
も
危
険
な
こ
と
で
す
。 

 

五
、
本
能
が
ど
ん
ど
ん
な
く
な
り
ま
す
。
充
分
元 

神
の
作
用
を
発
揮
す
る
に
は
心
無
所
蓄
、
外

無
所
逐
、
道
法
自
然
、
正
確
に
現
実
を
認
識

す
る
、
深
い
意
識
の
中
で
内
外
世
界
の
気
の

交
流
を
互
覚
、
互
動
す
る
こ
と
は
練
功
の
基

本
内
容
で
す
。 



古
仙
人
高
級
気
功
４
６
式 

 

第
六
式 
接
輿
狂
歌 

紀
元
前
５
世
紀
今
か
ら
２
５
０
０
年
前
、
２
大

思
想
家
孔
子
、
老
子
と
同
じ
時
代
の
人
物
。 

農
耕
を
仕
事
に
し
て
い
ま
し
た
。
１
５
０
０
畝

の
土
地
を
持
ち
、
農
作
物
を
作
っ
て
も
自
分
は
風

を
食
し
露
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
彼
の
作
っ
た
農

作
物
を
食
べ
る
と
皆
長
生
き
で
元
気
で
す
。
皇
帝

か
ら
大
蔵
大
臣
の
地
位
を
与
え
る
と
勧
め
ら
れ
ま

し
た
が
断
っ
て
泰
山
で
好
き
な
生
き
方
を
し
ま
し

た
。
泰
山
の
中
に
接
輿
の
歌
が
聞
こ
え
ま
す
。 

右
手
腰
に
左
手
と
足
は
同
じ
動
き
で
歌
を
う
た

い
な
が
ら
気
ま
ま
に
過
ご
す
様
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。 

       

第
七
式 

涓
子
垂
釣
荷
澤 

紀
元
前
２
世
紀
の
人
物
。
山
東
省
出
身
。 

黄
河
の
支
流
は
水
も
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
ま

す
。
釣
り
糸
を
垂
ら
す
と
魚
が
集
ま
っ
て
く
る
の

で
他
の
人
よ
り
多
く
つ
れ
ま
す
。 

 

あ
る
日
、
大
自
然
の
中
で
は
珍
し
い
赤
い
鯉
が

釣
れ
ま
し
た
。
１
０
㎏
以
上
も
あ
り
ま
す
。
鯉
の

腹
の
中
か
ら
絹
の
天
書
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
絹

の
上
に
は
雨
雲
を
呼
ぶ
方
法
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
涓
子
仙
人
は
田
植
え
の
時
期
に
雨
を
降
ら
せ

て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
後
に
泰
山
に
入
っ
て
姿

を
消
し
ま
し
た
。 

 

左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
虚
歩
で
一
歩
出
し
、
拳
で
手

首
を
使
っ
て
釣
り
糸
を
垂
れ
る
よ
う
に
構
え
る
。

力
ま
な
い
で
集
中
力
が
必
要
。
悠
然
と
構
え
、
糸

と
意
念
を
繋
ぐ
。 

         

毎
週
土
曜
日
の
講
座
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
古
仙
人
気
功
は
一
般
の
気
功
と
は
違
い
、

不
思
議
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
つ
い
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
功
法
は
す
べ
て
の
病
に
効
く
不

思
議
な
仙
人
パ
ワ
ー
が
あ
り
、
天
地
日
月
星

辰
と
暗
合
し
、
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
練

功
し
な
が
ら
風
水
磁
気
の
パ
ワ
―
が
つ
い

て
き
ま
す
。 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
気
功
大
師
の
外
気
実
演
動
画
掲
載
中
で
す
。 
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応
援
価
格 

一
部 

二
〇
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編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 
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